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だからまあいいか」と構えてくれる人と、「地
域通貨なんだから、せっかくだから使わ
せてくれよ」ということが出てきます。そこ
で、お店にとっての通貨の使い道を工夫
する必要があるわけですが、その一つの
試みとして、都市と農村の交流に地域通
貨を絡ませ、農作物を地域通貨で買える
ようにすることで循環させるということにト
ライしています。 
　商店街活動費を地域通貨にした練馬
区のニュー北町商店街の例をお話します。 
　お店の数でいうと50軒ぐらいの下町
の商店街なのですが、商店街ではクリ
スマスになるとイルミネーションをするとか、
花見の季節がくるとちょうちんを付けると
いった活動をいろいろしています。イルミ
ネーションであれば、その運営経費は1
回30万円ぐらいとそう大した金額ではな
いのですが、従来はイルミネーションの
設置作業を業者に委託していました。 
　そこで、ちょっとやり方を変えてみようと
いうことで、業者の方には申し訳ないの
ですが、地域の住民に参加してもらうと
いうやり方を取ったんです。地域の住民
に呼びかけましてぜひ今度、いついつ
の何曜日の朝何時から、商店街のイルミ
ネーションの取りつけ作業をやりますの
で参加してください、と呼びかけたわけ
です。そうしたところ、街に対して何か貢
献したいという方 が々来てくれて、そして、
そのお礼として地域通貨「ガウ」を払っ
たんです。これまでの委託費の予算が
ありますので、新しい出費になっている
わけではありません。お金の使い道を変
えて、イルミネーション設置と市民との交
流の一石二鳥を狙っています。しかも、
このやり方なら予算の30万円もかからな
いで済むこともあります。 
　練馬の商店街の真横にはサティがドー
ンと建っているのですが、地域通貨「ガウ」
はある意味サティ対策だったわけですね。
ガウはサティでは使えません。 
　そうしますと、商店街活動費が地域の
中で回っているということになる。しかも、
ここで重要なことは、単に地域通貨とし
て商店街活動費が回っているということ
が重要なのではなく、商店街と住民との
間で新しい関係ができているということ
が重要なわけです。もちろん地域の中で
お金が回るということは重要なのですが、

今までにない顔の見える関係をつくって
いるというところに私は注目したいと思い
ます。 
 

地域通貨のつくり方 
 
　いくつか事例を紹介させていただきま
したが、これらのことから言えることをまと
めて申し上げますと、＜買い物→買い物
＞のサイクルにとらわれないお客様との
関係をつくるということではないでしょうか。 
　どういうことかといいますと、形としては
三角形以上の仕組みをつくりだすという
ことなのではないかと思います。今までお
店とお客さんという形でやり取りをしてき
たのであれば、そこに地元のNPOに参
加してもらったらどうか、地元の学校に参
加してもらったらどうか、あるいは農家に
参加してもらったらどうかとか。 
　それで、最も簡単な、単純な地域通貨
のつくり方について、私がワークショップ
などをやったときには、こんな感じでいつ
もやります、その方法をご紹介します。 
　まず、地域にある資源、あの集落にあ
る1本の枯れ木とか、どこの地域の山とか、
何でもいいんですね。地元で思いつくも
のをすべて挙げてください。例えば、住民、
農家、商店という3つが出てきますが、そ
の横にそれぞれ問題点を挙げてもらいま
す。これが実は最初のステップですね。
地元の資源と課題を洗い出すということ
です。この後に、ではこれをうまくつない
でいきましょうというのが次のステップです。 
　農家だと何が出せるかというと農産物
が出せる。商店はその農産物を直接売っ
てもいいし、加工して提供してもいいし、
いろいろな形で提供できます。個人は何
ができるかといったら農家の農作業の手
伝いができる。要するに資源をうまくつな
げて、回るようなモデルをつくってみましょ
うということです。 
　地域通貨というのは地域通貨を回す
ことが重要なのではなく、実体と実体とを
つなげていくということです。実体がつな
がればその反対方向に地域通貨は流
れていくだけです。どうしても地域通貨
の仕組みに目を奪われてしまうのですが、
そうではなくて実体あるものを次 に々回し
ていくことが先決です。それらをよりうまく
回すために地域通貨を使えば、より地域

内の財やサービス、資源などの循環がよ
くなると期待されるものです。 
　地域通貨づくりのポイントは、お金で表
現できない価値を形にするということです。
それでいて、具体的でわかりやすい価値
を持たせることも必要です。 
　最初に申し上げるべきだったのかもし
れませんが、私は今、西和賀でやってお
ります「わらび」の地域通貨にかかわっ
ています。1年前に湯田町に行って初め
て講演をして、ちょうど1年目の今月18日
にわらび通貨の素地となるわらび畑とい
うのをつくりました。公私混同というか、
来るのが楽しみという感じで来ていますが、
この西和賀の地域通貨の場合は、地域
通貨の価値をわらびに求め「わらび本
位制」の地域通貨とした点がユニーク
なところです。 
　そして、この場合のターゲットはどこか
というと、外部から来る「助っ人ボランティ
ア」です。スノーバスターズの活動など
が有名ですけれども、それ以外にもまち
づくりを手伝ってくれる人をよそから集め、
参加したら地域通貨でお礼がされて、そ
の地域通貨は地元の人たちのもてなし
を受けるときに使います。そして、旅館や
商店などがその地域通貨を受け取った
としても、それは最終的にわらびに加工
できるものですから、店にとってみれば、
現金とは交換できないけれども、ある程
度は納得ができる。しかも、地元住民で
はなく外部からの来訪者が地域通貨を
手にして、お店の側は受け入れられる範
囲で受け入れていただくということで進
めていきたいと思っております。 
　来年の1月からスタートする実験ですが、
まだどうなるかわかりませんが、ご注目い
ただいて、もし、ご興味がありましたらスノー
バスターズなどにも参加していただけた
ら幸いであります。 
　最後に、地域通貨の仕組みに目を奪
われるのではなくて、自分のお店だったら
地域通貨を使って自分のお店らしいどん
なことができるかな、というところにぜひト
ライしていただきたいと思います。 
　本日お話させていただいたことが、地
域づくりのヒントにしていただければ幸い
と存じます。 
　（この講演録は、去る'03年10月28日に開催され
た中心市街地活性化研究会から紙面の関係上
内容を抜粋し、掲載したものです。） 
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お問合わせ先 

県内企業シーズから 
新産業創出 

▲酸化亜鉛単結晶インゴット 

　民生用エネルギー消費量の約

20%を占める照明の省エネルギー

技術開発は、近年ますます重要視さ

れています。その中でも、現在の白

熱電球、蛍光灯を上回るエネルギ

ー効率を有する白色LED照明光源

の実用化開発は、現在最も注目を

浴びている技術開発の一つです。 

　この白色LED材料として期待さ

れる高純度な酸化亜鉛（ZnO）単

結晶基板の開発に、本県に立地す

る東京電波㈱が世界で初めて成功

しました。 

　岩手県ではこれを受け、県工業

技術センターや岩手大学及び東北

大学の連携の基に、光素子や圧電

素子等の酸化亜鉛応用製品の研究・

実用化を目指した研究開発プロジ

ェクトを開始しました。 

　本年度は、まず当センターに隣接

する岩手県先端科学技術研究セン

ター内クリーンルームに「ZnOオー

プンラボ」を設置します。 

　県内企業や大学関係者等の皆

様が、試作や性能評価等の目的で

自由に利用できるようにし、産学官

連携のもと、共同研究～商品化に

つなげて行きたいと考えています。 

酸化亜鉛 
単結晶ウェハX

 新産業推進課 TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5480 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/info/incu 
  E-mail　shinsangyo@joho-iwate.or.jp

お申込み・ 
お問合わせ先 

　当センターでは、地域産業の高度化や技術革新へ対応するた
め、岩手県が整備した「いわて新産業創造センター」を管理して
おります。 
　この施設のインキュベートルームの利用希望者を募集します。
入居すると、当センターより各種支援が受けられるほかミーテ
ィングや商談などができる交流サロンなども利用できますので、
ぜひご検討ください。 

利 用 案 内  

「いわて新産業創造センター」 

インキュベートルーム 

利 用 案 内  

インキュベートルーム入居者募集案内
創業間もない方や新たな事業展開をお考えの方などを

対象に、ご利用いただくインキュベートルームです。入
居条件等をご確認のうえ、ご応募ください。

◆ 申 込 方 法 「インキュベートルーム入居申込書」に必要事
項を記載のうえ、当センターに提出してください。
（申込書は、当センターにお越しいただくか、下記
のホームページからダウンロードしてください）

◆ 募 集 期 間 1月10日～1月30日
◆入居者の決定 入居審査委員会で審査のうえ、入居者を決定し

ます。（入居審査委員会は2月初旬に開催し、簡単
なプレゼンテーションをしていただくことを予定
しています）

募集するインキュベートルーム
【インキュベートルーム】の仕様等

◆規　　格 約9.5ｍ×3.2ｍ＝約30¤、床はフリー
アクセス仕様（附属設備は電話・ＦＡＸ各
1回線、多機能電話機1台、電源100V20A）

◆募集室数 1室
◆利用室料 60,000円／月（消費税は別途加算）

※　敷金、礼金及び施設の共益費は無料
※　電気料金、電話料金及び地域冷暖房
費（時間外使用分）等は入居者負担

◆利用期間 ３年以内
（ただし、年度ごとに入居審査あり）

◆入居可能日 2月初旬




